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Motionnet 協会

・Motionnetの特長
・通信(センターLSI機能)の概要
・ローカルLSIの機能
・採用例および、LSI評価ツール

LSIで組み込みやすい！ Motionnetの特長紹介



Motionnetとは

Motionnetは、構築用LSI「G9000シリーズ」をRS-485物理層で接続して、
省配線での制御を構成できる、通信システムです。

多点 I/O・位置決めモーター・周辺 IC / LSI の制御を統合できます。
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特長１ 様々なモーターを制御できる

◆モーター制御LSIはパルス列を出力する

共通の構成によって様々なモーターを制御できます。

◆処理負荷に影響されない

モーター速度プロファイル(速度変化)はLSI内のハードウェアが生成。

◆補間動作の機能も装備

・複数軸での直線補間

・２軸での円弧補間

を行えます。

Motionnetの特長



Motionnetの特長

特長２ 通信能力はCPUの性能に影響されない

・センターLSI内部のメモリ（デュアルポートRAM）で

CPU側バスの伝送サイクルと、通信のサイクルを、分離しています。

・通信によるメモリの状態変化は割り込みで通知されます。

・CPUの役割は、データをやり取りするだけなので、

通信処理用のCPU性能を必要としません。

デュアルポートRAMとFIFOを内蔵

CPU センターLSI（G9001A） ローカルLSI

バス伝送
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通信
サイクル
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Motionnetの特長

特長３ 通信の所要時間が算出できる

LSIに効率的な通信手順を内蔵しており、

通信するデータ量をもとに、通信時間を算出できます。

・「I/O通信」1局あたり 4 byte

・「データ通信」モーター制御のコマンド＋レジスタデータ

↓

通信時間の例 (20Mbps通信時)

・ 「I/O通信」1局あたり 約 10μs

・レジスタ１個の書き込み 約 15μs

・位置決め動作データ＋動作スタートコマンドの書き込み 約 40μs
（レジスタ６個への書き込みコマンドとデータおよび、スタートコマンド）



Motionnetの通信

主な通信の種類

・I/O通信 : 
サイクリック（周期的）

・データ通信 : 
トランジェント（一時的）

センターLSIが、通信サイクル内に
両方の通信をします。

(データ通信は、CPUからセンターLSIへ
のコマンドを受けて実行)
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◆I/O通信

Motionnetの通信
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入出力(デジタルI/O)や、制御ステータスを、扱います。

センターLSIがリクエストフレームを送り出し、ローカルLSIがレスポンスフレームを返す形で、
周期的に行われます。

CPUはRAMアクセスして、
・出力内容の書き込み
・入力内容の読み出し
だけでOK。

入力変化は、
センターLSIからCPUへ
割り込み通知できます。



Motionnetの通信

◆データ通信
モーター制御用データや、メッセージデータを扱います。

CPUから、センターLSIの FIFOメモリにデータを書き込んで、
「データ通信コマンド」を与えると、送信されます。
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読み出し要求を送った場合は、
ローカルLSIからデータ返信されます。

これは割り込み通知されるので
CPUは、割り込みに応じてセンターLSI
のデータ受信フラグをチェックし、FIFO
から読み出します。



Motionnet基板例 － センターボード

G9001Aを使用した、PC用ボード

PCIeバスにセンターLSI「G9001A」を接続しており、
Motionnet通信線の始点となります。

このボードは、バスにG9001Aをもう１個接続して、
２系統の通信ラインを設けています。



Motionnet ローカルLSIの機能

I/O制御LSI
（G9002A: 4ポート）センターLSI（G9001A）

デジタル
入力/出力

Cyclic

I/O

入出力

◆I/O制御LSI

・G9002A

4ポート（32点）の入出力を扱えます。
ポート内容は、I/O通信により、
G9001Aと同期されます。

・G9205A

2ポート（16点）の入出力を扱えます。

G9001Aと I/O通信できます。

ポート間通信のモードもあります。

（ポート間＝G9205Aどうしでの通信）
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デジタル
入力/出力

Cyclic

I/O

入出力

I/O制御LSI
（G9205A ポート間モード）
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Motionnet ローカルLSIの機能

◆モーター制御LSI G9103C
モーター制御用のパルス生成回路を備えています。「データ通信」で、速度
や目標位置を設定し、動作コマンドを送ると、モーターの加速/減速や、位
置決め制御を行えます。

RAM

FIFO

センターLSI（G9001A）

CPU

バス
Cyclic

Data
FIFO

Status , I/O

G9103C モータードライバ

パルス

制御信号

中心点

G9103C 動作モードの例
単軸動作・・・位置決め、連続運転、原点復帰、手回しパルサーでの制御
複数軸の同時動作・・・同時スタート、同時停止
複数軸の補間動作・・・複数軸の直線補間、２軸の円弧補間

G9103Cは、I/O通信を介してクロック誤差(水晶発振器の個体差)を補正する、
「モーター制御用クロック同期化」 機能を備えており、補間動作を実現しています。



Motionnet ローカル基板例 － １軸ドライバ

G9103（モーター制御LSI）を用いた、
カードサイズ・モータードライバ

モーター出力

ドライバIC

機械センサなどとのI/F

G9103

通信線とのI/F



Motionnet ローカルLSIの機能

◆CPUエミュレーションLSI G9004A

・データ通信でバス信号の遠隔制御を行えます。

（CPUエミュレーション モード）

例えば、パルスコントロールLSIを接続すると

１局で複数軸のモーターを制御できます。

・別モード（メッセージ通信モード）では、

接続したCPUと、センターLSIの通信ができます。

◆機能拡張LSI G9006

I/O通信で、端子制御をする代わりに

SPIバスで接続したCPUでポート情報を利用できます。

他局のI/Oに連動する機器や、アナログ入出力機器に

応用できます。

G9004Aによる４軸ドライバの例

G9006評価ボード



Moitonnet採用例

主要採用業界

・産業機械

・半導体関連装置

・医療/医薬 関連装置

採用例
- サーボモータ/ステッピングモータ制御の内製
- 半導体関連(ボンダ、テスト装置など)
- 医療/医薬 関連(CT、分包機など)
- 部品実装/加工装置
- 自動はんだ付け装置
- 工業用編機
- 分類機
- ビル照明等の管理システム
- コインロッカー管理システム

Motionnet は、半導体製造

業界団体SEMIの規格（SEMI

スタンダード）となっています。

SEMI E54.21

“Specification for Sensor 

Actuator Network for 

Motionnet Communication”

構築用LSI 主要販売国

・日本国内

・台湾

・韓国



構築用LSI 評価ツール

センターLSI評価ボード
（センターLSI＋USB回路）構築用LSI「G9000シリーズ」 は

ライセンス契約不要で、自由に使えます。

USB接続したパソコンでLSIの操作を試せる

評価キットがあり、技術セミナーも開催しています。

ローカルLSI評価ボード
（I/O制御LSI＋モーター制御LSI搭載）

評価ボード操作ソフト画面



Motionnet協会 幹事会社による応用製品の例
・ハイバーテック MotionCATモジュール/ボード(モータ制御、I/O)

・ 神津精機 ARIES/LYNXコントローラ(同社ステージ制御)

・ﾏﾌﾞﾁﾓｰﾀｰNPM Motionnet製品(モータ制御、I/O)

Motionnet協会 幹事会社製品

詳しくは協会webページのリンクから各社webページをご覧ください
http://www.motionnet.jp/


